
京浜地区青果物販売動向【野菜・果実】
2025年4月

前週 次週

4月14日 4月28日

入荷量/週 市況 市況動向 見通し

保合～やや弱い 保合～やや弱い

保合 やや強い～保合

当年：764㌧ 2Lバラ：2,000-1,800円/5kg 保合～やや弱い 保合～やや弱い

前年：819㌧  Lバラ：2,200-2,000円/5kg

（味一ねぎ） 保合～やや弱い 保合～やや弱い

秀品：80～40円/袋

優品：60～40円/袋

1.2㎏化粧箱：3,000～3,500円 保合 保合

5㎏DB 秀S：12,000円

品種：宮川

当年：1,005㌧ とちあいか：ﾚｷﾞｭﾗｰ260g：350円 保合 保合

前年：792㌧ あまおう：ﾚｷﾞｭﾗｰ270g:2L330円

あまりん：ﾚｷﾞｭﾗｰ250g1,500円

当年：1,461㌧ 1,400-1,300円/4kg 保合～やや弱い 保合～やや弱い

前年：1,311㌧ （ミニ）1,200円前後／3kg

（ミニ）100～120円／PK

大葉 愛知・大分・茨城 250～200円/ﾊﾟｯｸ 保合 保合

せり 大分 80～70円/束 やや強い～保合 やや強い～保合

みつば 静岡・千葉 50～40円/束 保合 保合

にら 栃木・茨城 40～35円/束 弱い 弱い

その他 スナップ やや強い～保合 やや強い～保合

作成日：令和７年４月２５日（金）

品目 主産地 コメント（状況及び次週動向）

全体

【野菜】
入荷状況は、気温の上昇にあわせ近在産地中心に微増傾向で入荷する品目が増えている。
販売状況は、入荷量が増えている中、これまでの高値から野菜全般に相場は落ち着いてきたが量販店の荷動きは鈍い。特
売を入れれば動くものの、それ以外は売れていない状況。

【果実】
4月下旬よりハウスもも、マンゴー最高級品の『太陽のたまご』、蒲郡産『ハウスみかん』が販売開始。来週より長野県須高産
の『シャインマスカット』などが入荷予定。入荷量が少なく高値基調のため荷動き自体は鈍いが需要に対して供給量がついて
きていないため、来週以降も相場は保合～やや強いと予想。ただし柑橘類は国産が少ないとの情報から輸入品の入荷が増
加し、売れ行き悪く在庫が多いため高すぎるものは敬遠されている。

今週

4月21日

こねぎ
（土耕・水耕）

福岡 入荷状況は各産地変わらず潤沢。今後も変わらず５月も同様の見込み。
レギュラーの販売状況は、平均50円前後動かしてはいるので、９８円売りをする量販店も増えてきている。

大分

静岡・佐賀

白ねぎ

千葉 先週より茨城（岩井）の初夏ねぎの出荷スタート。茨城産は増えているが、埼玉・千葉の春ねぎが減少傾向。
例年の8割程度の入荷量。茨城は順調な作柄のため、GW明けに出荷ピークを見込む。
気温上昇に伴い、荷動きは良くない。埼玉

ハウスミカン

愛知県 今週21日(月)より蒲郡産ハウスみかん815㎏入荷があり初売り。例年に比べ少ない入荷。着色は良いものの浮皮が目立ち、
仲卸からの評価はいまいち。今後は週2回(月・木)の入荷を見込むが6月までは出回り少ない見込み。
大分県は28日(月)、唐津は5月12日(月)より出荷開始予定。

熊本

いちご

宮城 4月以降一気に入荷量増え、全国的に相場が崩れた。東京都での入荷量も先週まで前年比2割増と多い状況だったが、今週
に入りいったん落ちつく。相場は保合で次週以降も大きな増加なく保合予想。九州産ほぼ終了し、東北 宮城産の入荷開始。

栃木

福岡

東京事務所管内活動報告（一部）

JA全農おおいた　東京事務所

トマト

栃木 大玉は、熊本・栃木・愛知中心の入荷。量は増えてきており、GW前後にピークを迎える見込み。
ミニは入荷量は多いが、ミニバラのアイテム品は減少傾向。熊本・愛知・栃木・宮崎は中心の入荷。
玉流れが小さくなってきている。GW明けに増量の見込み。
トマト全体で売行きはあまり良くない状況。

周年野菜

【大葉】気温上昇に伴い、需要はでてきつつある。
【せり】4/26販売にて宮城県産出荷終了。セリ自体の取り扱いがあるお店は茨城産ではなく、大分産に切替える方が多い。来
週水曜日以降のレギュラー増量依頼あり。
【みつば】好天と気温の上昇により生育は各県とも順調。
【にら】各産地入荷量が多いわけではないが、注文が少なく売行きが悪い。入荷自体は昨年対比1～2割減。

熊本・宮崎・長崎などの後作や東北産地が出始めてきているが、鹿児島がなくなってきている分が大きい為、荷動きは順調。

愛知


